
長崎の医療に関わる皆様と、あじさいネットをつなぐ情報誌
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これまでと何が変わる？

【医療関連ビデオ配信】コンテンツ紹介（前編）

病病連携でさらに進む医療連携 p.3

p.4-5

p.2

あじさいネットからのお知らせ／あじさいな人々／編集後記

◆ （株）ホギメディカル福岡営業所
◆ 日本電気（株）医療ソリューション事業部
◆ （株）ＬＳＩメディエンス
◆ 富士通（株）長崎支店
◆ （株）ＮＴＴデータ  公共システム事業本部
◆ オフィスメーション（株）
◆ （株）ディーソルＮＳＰ

（平成２９年６月１５日現在）

● 患者登録数： 66,412 名
● 会員数： 1,096 名
● 情報閲覧施設数： 308 施設
● 情報提供病院数： 33 施設

※

※ 2017年7月10日より．

長崎大学病院　本田 琢也先生情報提供
病院

ジャパンメディアシステム株式会社 安田 夕美氏
株式会社イードクトル 脇田 敏之氏
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「病院間連携」の実現！！

病病連携
総合病院が公開する診療情報を、地域の医療機関が閲覧する

「病診連携（病院と診療所の連携）」を進めてきたあじさいネット。
それがほぼ県内全域をカバーしつつある今、

一歩進んで「病病連携」を実現しようとしています。
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病院転院時の連携や、情報の閲覧
現在情報提供病院で治療を受けている患者さん
が別の情報提供病院に移ることになった時に診療
情報を引き継ぐことができます。
もちろん、転院時に限らす過去の診療情報を閲覧
することも可能です。
これまでのあじさいネットで行われていた「病診連
携」と同様のことが、情報提供病院同士でもできる
ようになります。

複数の専門医との綿密な連携
重い疾患を複数抱えた患者さんが、それぞれにつ
いて違う病院で専門医の治療を受けている場合、こ
れまではかかりつけ医と病院の連携はできても専
門医同士の直接連携ができませんでした。
これが病病連携によって専門医同士の連携も実現
し、より高品質な医療を患者さんに提供できるよう
になります。

元々受診して
いた病院転院先の病院 転院など

疾患 A の
専門医

疾患 B の
専門医

かかりつけ
クリニック

複数の専門医が連携

救急搬送における連携
救急搬送された急性期病院で、より高度な治療が必要
と思われた場合に、転送先となる三次救急病院等とあ
らかじめ情報を共有します。
情報を共有した上で的確な転送の判断や治療方針の
決定などができるので、医療資源の最適活用が可能な
うえ、到着後すぐに適切な治療に入ることができます。
2017年度中の運用開始を目指して、新様式の同意書
作成や24時間対応窓口の開設などの準備が現在進め
られています。

救急時の転送

三次救急病院
など 急性期病院

「病病連携」は、長崎地域１５病院と五島地域２病院の計17病院において連携協定書の調印式を行ない、正式運用開始となります。
調印式の日程については、決まり次第あじさいネットホームページや会員メーリングリストでお知らせいたします。
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調印式の日程については、決まり次第あじさいネットホームページや会員メーリングリストでお知らせいたします。
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病院転院時の連携や、情報の閲覧
現在情報提供病院で治療を受けている患者さん
が別の情報提供病院に移ることになった時に診療
情報を引き継ぐことができます。
もちろん、転院時に限らす過去の診療情報を閲覧
することも可能です。
これまでのあじさいネットで行われていた「病診連
携」と同様のことが、情報提供病院同士でもできる
ようになります。

複数の専門医との綿密な連携
重い疾患を複数抱えた患者さんが、それぞれにつ
いて違う病院で専門医の治療を受けている場合、こ
れまではかかりつけ医と病院の連携はできても専
門医同士の直接連携ができませんでした。
これが病病連携によって専門医同士の連携も実現
し、より高品質な医療を患者さんに提供できるよう
になります。

元々受診して
いた病院転院先の病院 転院など

疾患 A の
専門医

疾患 B の
専門医

かかりつけ
クリニック

複数の専門医が連携

救急搬送における連携
救急搬送された急性期病院で、より高度な治療が必要
と思われた場合に、転送先となる三次救急病院等とあ
らかじめ情報を共有します。
情報を共有した上で的確な転送の判断や治療方針の
決定などができるので、医療資源の最適活用が可能な
うえ、到着後すぐに適切な治療に入ることができます。
2017年度中の運用開始を目指して、新様式の同意書
作成や24時間対応窓口の開設などの準備が現在進め
られています。

救急時の転送

三次救急病院
など 急性期病院

「病病連携」は、長崎地域１５病院と五島地域２病院の計17病院において連携協定書の調印式を行ない、正式運用開始となります。
調印式の日程については、決まり次第あじさいネットホームページや会員メーリングリストでお知らせいたします。

4

医療関連ビデオ配信とは
動画サービスです。医療従事者の知識・技能向上を目的として行われている研修会や講演会を

いつでも視聴できるよう配信することで会員の生涯学習に貢献しています。

ビデオ配信の
閲覧方法は
広報誌Vol.17の
9ページを
ご覧ください。

西村元一先生 金沢赤十字病院 副院長兼消化器病センター 第一外科部長
「がん治療医が”がん”となり、見えたこと、考えたこと！」

認定ＮＰＯ法人 長崎在宅Dr.ネット
第9回イブニングセミナー

2016/12/02

北島道夫先生 長崎大学病院 産婦人科
「がんサバイバーのQOL：がん治療と生殖機能～女性の妊孕性温存を中心に～」

平成28年度
第2回長崎県がん診療連携拠点病院研修会

2017/01/11

演者名  肩書「演題名」講演会・研修会名 開催日

奥平定之先生 長崎Dr.ネット理事／奥平外科医院 院長
「あじさいネットを利用した多職種連携の現状と課題」

第1回医療介護従事者を対象
とした多職種連携研修会

2017/02/21

菅原洋平先生 ユークロニア株式会社 代表
「あなたの明日を変える脳の話」

脳のトリセツセミナー
2016/11/29

自分の脳のタイプや睡眠のとり方がわかる楽しいセミナーです。

西村先生は5月31日にご逝去されました。最後までがん患者のために一心不乱に活動された心に響く講演です。

小柳仁先生 東京都女子医科大学 名誉教授
「時空を超えた半世紀―日本の医療崩壊をどう防ぐのか」

第94回長崎医学会総会
2016/12/14

田中克己先生 長崎大学病院 形成外科
「形成再建外科の現状と展望」

第94回長崎医学会総会
2016/12/14

山田梨絵先生 相談支援事業所 ネットワークひかり
「Ｍ君島原へ！～諫早から島原への引っ越し～」

宇土真美先生 相談支援事業所 ネットワークひかり 
「家族とともにおうちで過ごすための社会的な準備をめざして」

長崎県 医療的ケアが必要な在宅小児等への支援事業
第3回 小児等在宅医療症例検討会

2016/09/14

それぞれの立場からの小児等在宅医療症例を紹介しています。

周産期関連 がん関連 糖尿病関連 脳 多職種連携関連 その他

土屋知洋先生 長崎Dr.ネット理事／ちひろ内科クリニック 院長
「住み慣れた家で最期まで過ごせることをサポートする　長崎在宅Dr.ネットについて」

金子和美先生 長崎県看護協会訪問看護ステーションYOU
「うちに帰ろう！訪問看護がお手伝いします」

佐田悦子先生 アクア薬局
「意外とよかばい　長崎の在宅医療～薬剤師編～」

古川美和先生 長崎市医師会医療センター診療所
「意外とよかばい　長崎の在宅医療～それいけ！管理栄養士～」

認定NPO法人長崎在宅Dr.ネット
第６回 市民公開講座

2016/07/23

テーマ 意外とよかばい、長崎の在宅医療

長崎に住んでて良かったと思える患者さんが急増中！！
長崎在宅Dr.ネットの活動と
様々な職種が連携して在宅医療や地域医療を
支えていることがわかりやすく説明されています。

林田有貴子先生 所沢市 有記歯科クリニック 院長
「歯科から始める多職種連携」　

尾上庸惠先生 所沢市 有記歯科クリニック 歯科衛生士
「気づく～つなげる　多職種連携のための歯科衛生士からの取り組み」

元廣緑先生 広島市口田地域包括支援センター センター長／主任介護支援専門員
「必須！歯科医療従事者が多職種連携をするための基礎知識～せめてこれだけは知ってほしい～」

早乙女裕彦先生 広島市 さおとめ歯科医院 院長
「在宅療養支援歯科診療所(訪問専門)における多職種連携の実例とキーポイント」

第2回医療介護従事者を対象
とした多職種連携研修会

2017/03/12

テーマ 多職種協働で守る口と体の健康

多職種連携での歯科の存在の重要性がわかる
講演が満載です。

あじさいネットを利用した在宅医療について学べる研修会です。

医療従事者だけではなく、女性にとってもためになる研究会です。

医療関連
ビデオ配信

現在視聴できるコンテンツの紹介

形成外科診療の最前線を豊富な実例と共に紹介しています。

日本の医療の課題と崩壊についてわかる講演です。

今回は新し
いコンテンツ

   2015/12～2017/3を紹介！

   古いコン
テンツは

次号に掲載
予定！
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「病院間連携」の実現！！

病病連携
総合病院が公開する診療情報を、地域の医療機関が閲覧する

「病診連携（病院と診療所の連携）」を進めてきたあじさいネット。
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病院転院時の連携や、情報の閲覧
現在情報提供病院で治療を受けている患者さん
が別の情報提供病院に移ることになった時に診療
情報を引き継ぐことができます。
もちろん、転院時に限らす過去の診療情報を閲覧
することも可能です。
これまでのあじさいネットで行われていた「病診連
携」と同様のことが、情報提供病院同士でもできる
ようになります。

複数の専門医との綿密な連携
重い疾患を複数抱えた患者さんが、それぞれにつ
いて違う病院で専門医の治療を受けている場合、こ
れまではかかりつけ医と病院の連携はできても専
門医同士の直接連携ができませんでした。
これが病病連携によって専門医同士の連携も実現
し、より高品質な医療を患者さんに提供できるよう
になります。
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疾患 A の
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複数の専門医が連携

救急搬送における連携
救急搬送された急性期病院で、より高度な治療が必要
と思われた場合に、転送先となる三次救急病院等とあ
らかじめ情報を共有します。
情報を共有した上で的確な転送の判断や治療方針の
決定などができるので、医療資源の最適活用が可能な
うえ、到着後すぐに適切な治療に入ることができます。
2017年度中の運用開始を目指して、新様式の同意書
作成や24時間対応窓口の開設などの準備が現在進め
られています。

救急時の転送

三次救急病院
など 急性期病院

「病病連携」は、長崎地域１５病院と五島地域２病院の計17病院において連携協定書の調印式を行ない、正式運用開始となります。
調印式の日程については、決まり次第あじさいネットホームページや会員メーリングリストでお知らせいたします。
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竹下浩明先生 長崎大学病院 第一外科
「最先端の大腸がん治療」

井上悠介先生 長崎大学病院 移植・消化器外科
「大腸がん地域連携パスの現状と問題点」

長崎大学病院
平成27年度第2回がん地域連携パス研修会

2016/01/29

ビデオ配信の
閲覧方法は
広報誌Vol.17の
9ページを
ご覧ください。

瀧野博文先生 長崎県糖尿病対策推進会議 幹事／長崎県糖尿病検討員会 委員／
　　　　　　　 長崎県糖尿病連携パス研究会 議長／長崎県ＬＣＤＥ準備委員会 委員長

「最近の糖尿病治療」

糖尿病対策推進会議
糖尿病診療研修セミナー

2016/03/17

下村千枝子先生 下村クリニック 院長
「2016年診療報酬改定の中で小児在宅医療に係わる部分」

長崎県 医療的ケアが必要な在宅小児等への支援事業
第1回 小児等在宅医療連携講習会

2016/05/11

西澤延宏先生 佐久総合病院 副統括院長
「パスでいい仕事しませんかーさらなる多職種連携を目指してー」

第1回 クリティカルパス大会
2016/06/17

中野智紀先生 東埼玉総合病院 代謝内分泌化・地域糖尿病センター センター長
「地域包括ケアからケアする社会へ～地域包括ケアシステム幸手モデル」

認定ＮＰＯ法人 長崎在宅Dr.ネット
第13回病診・診診連携学術講演会

2016/02/12

小笠原敏浩先生 岩手県立大船渡病院 副院長 医療研修科長／周産期医療課長 産婦人科長 感染管理室長
「岩手県周産期医療情報連携ネットワークシステム”いーはとーぶ”による地域連携」

長崎県周産期医療支援システム
講演会

2015/12/12

周産期支援ネットワークの魅力がわかる講演会です。
中園貴彦先生 佐賀大学病院 放射線部 准教授
「肺癌の画像診断～胸部単純X線写真読影のポイント～」

松浦隆士先生 国家公務員共済組合連合会浜の町病院 副院長
「胃癌のX線検診と現状と今後の展開」

田原直彦先生 国立病院機構 九州医療センター 光学診療部長
「より良い胃がん内視鏡検診を目指してーこれからの戦術と戦略」

長崎県
平成27年がん検診精度管理医師等研修会

2015/12/06

長崎はがん死亡率全国でワースト5位！
がん検診技術の向上につなげ
早期発見で一人でも亡くなる人を
減らすことを目標とした研修会です。

最新の大腸がんの診療と地域連携パスの現状が
わかる研修会です。

藤井卓先生 長崎市医師会副会長／藤井外科医院 院長
基調講演「在宅医療と地域包括ケア」

磯政子先生 聖フランシスコ病院地域連携科
「地域包括ケアシステムにおける病院の役割～看護の立場から～」

松尾文江先生 ケアプランセンターゆめライフ 　
「在宅医療と介護連携について～介護支援専門員の立場から～」

山口伸一氏 長崎市地域包括ケアシステム推進室　
「長崎版地域包括ケアシステム～いつまでも住み慣れた地域で暮らし続けるために～」

シンポジウム「在宅医療と介護連携について、一緒に考えてみませんか　質疑応答」

まちんなかラウンジ市民健康講座
いのちにやさしいまちづくり

2016/03/19

テーマ 長崎の地域包括ケアシステムの構築を目指して

今、長崎市の地域包括ケアで
進んでいること動いていることがわかる講座です。

パスについて大いに学べる講演です。

話題の地域包括ケアシステム「幸手モデル」を学べる講演会です。

小在宅医療の診療報酬評価された部分がわかります。

最新の糖尿病治療がわかるセミナーです。

奥平定之先生 長崎Dr.ネット理事／奥平外科医院 院長
藤井卓先生 長崎市医師会副会長／藤井外科医院 院長
牟田幹久先生 あじさいネット理事／むたクリニック 院長ほか
日本医師会テレビ健康講座　ふれあい健康ネットワーク「ICTを用いた長崎県の地域医療連携」

ＫＴＮ テレビ長崎にて放送
日本医師会テレビ健康講座　ふれあい健康ネットワーク

2016/01/03

あじさいネットを使った在宅医療の様子が
よくわかる放送です。

周産期支援ネットワークの魅力がわかる講演会です。

早田みどり先生 放射線影響研究所 疫学部
「全国がん登録の意義について」

藤原勝浩氏 長崎県医療政策課
「がん登録推進法の概要につきまして」

早田みどり先生 放射線影響研究所 疫学部
「全国がん登録届出マニュアル」

全国がん登録制度に係る説明会

あじさいネットでは動画を大募集しています

2016/01/29

2016年1月からがん登録制度がスタート！
適切ながん医療の提供と質の向上をめざして
がん登録の理解が深まる説明会です。

①あじさいネットのホームページからビデオ配信の応諾書をダウンロードする
②応諾書に必要事項を記入
③演者に応諾書へサインをしてもらう
④公開してほしい講演や研修会を撮影する
⑤公開してほしい動画をDVDまたはCDに焼く
⑥応諾書とDVD(またはCD)をあじさいネット拡充プロジェクト室へ送付

応募方法　撮影後の動画データや公開可能な動画データ、またはあじさいネットで是
非公開してほしい動画データなどがありましたら、あじさいネット拡充プロジ
ェクト室までお送りください。
　なお、あじさいネットで公開するには演者の応諾書が必要になります。応諾
書はホームページからダウンロードできますので、必要事項をご記入の上、動
画データと合わせてあじさいネット拡充プロジェクト室までお送りください。
※動画データの内容・形式等は変更される場合があります。
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長崎大学病院 助教・がん薬物療法専門医  本田琢也 先生
ほんだ たくや

長崎大学病院(がん診療センター) TEL. 095-819-7779  　E-mail: takuya-ngsunv@umin.ac.jp

Member ’ s  I n t e rv i ew  vo l . 63長　崎

拠点病院の先生から在宅の先生へ
スムーズな移行が可能に

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
で

情
報
共
有
が
ス
ム
ー
ズ
に
、

よ
り
意
図
が
伝
え
や
す
く

　多
職
種
連
携
で
は
、拠
点
病
院
か

ら
在
宅
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を
目

指
し
て
い
ま
す
の
で
、そ
の
面
で
あ

じ
さ
い
ネ
ッ
ト
が
と
て
も
役
に
立
っ

て
い
ま
す
。

　進
行
癌
の
患
者
さ
ん
の
場
合
、最

初
は
拠
点
病
院
が
主
体
と
な
っ
て
診

療
や
処
方
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

徐
々
に
緩
和
治
療
が
中
心
と
な
っ
て

き
て
、こ
ま
め
な
処
方
の
変
更
な
ど

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、在
宅
医

の
先
生
方
に
お
願
い
し
ま
す
。在
宅

側
の
方
々
が
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
に
記

録
さ
れ
た
自
宅
生
活
の
情
報
を
見
て
、

多
く
の
方
々
の
利
用
で

診
療
が
さ
ら
に

し
や
す
く
な
る

患
者
さ
ん
が
拠
点
病
院
を
受
診

す
る
際
の
、患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
利
用
す
る
こ
と

が
患
者
さ
ん
の
安
心
材
料
と
な

り
、ス
ム
ー
ズ
な
在
宅
移
行
が
行

え
て
い
ま
す
。皮
膚
の
状
態
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
の
場

合
に
、訪
問
看
護
師
さ
ん
が
記
録

し
て
く
れ
た
写
真
が
参
考
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
い
な
か
っ
た
時
は
、診
療

情
報
提
供
書
を
ど
う
す
る
か
迷

う
こ
と
が
時
々
あ
り
ま
し
た
が
、

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
を
使
い
始
め
て

か
ら
は
、あ
ま
り
迷
わ
な
く
な
り

ま
し
た
。在
宅
医
の
先
生
方
が
画

像
、画
像
レ
ポ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん

我
々
が
記
載
す
る
経
過
記
録
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、忙
し

い
と
き
は
医
師
記
録
の
中
に
在
宅

医
の
先
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
そ

の
ま
ま
書
き
込
む
こ
と
で
情
報
提

供
書
の
代
わ
り
に
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。よ
く
連
携
を
と
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
在
宅
医
の
先
生

方
と
だ
か
ら
こ
そ
で
す
が
、情
報

提
供
書
を
書
こ
う
か
な
、書
か
な

く
て
も
大
丈
夫
か
な
と
い
う
の

を
、あ
ま
り
悩
ま
ず
に
済
ん
で
い

ま
す
。気
に
な
る
時
は
電
話
を
し

て
、「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

あ
と
カ
ル
テ
に
も
詳
細
を
書
い
て

ま
す
。」と
連
絡
し
ま
す
の
で
意
図

が
伝
え
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

我
が
家
の
か
わ
い
い

バ
ス
ケ
ッ
ト
マ
ン
た
ち

　こ
の
よ
う
に
在
宅
医
の
先
生
方

に
カ
ル
テ
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、外
来
時
の
詳
し
い
内
容
を
共

有
で
き
て
い
る
と
い
う
安
心
感
は

病
院
側
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と

思
い
ま
す
。利
用
し
て
い
た
だ
け

る
先
生
が
増
え
て
く
れ
ば
、さ
ら

に
お
互
い
の
診
療
が
し
や
す
く
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、是
非

も
っ
と
広
ま
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　病
病
連
携
は
ま
だ
テ
ス
ト
運
用

中
で
、使
っ
て
い
る
病
院
の
医
師
が

ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
で
す
が
、あ

じ
さ
い
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
病
院

側
の
医
師
が
増
え
て
く
る
と
、ま

た
色
々
な
良
い
効
果
が
あ
ら
わ
れ

て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　休
日
は
、で
き
る
だ
け
子
供
と

家
内
と
一
緒
に
家
族
で
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　最
近
、子
供
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
を

習
い
始
め
た
の
で
、と
き
ど
き
子

供
用
の
小
さ
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー

ル
が
あ
る
公
園
や
施
設
な
ど
に

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　上
が
7
歳
の
男
の
子
で
、下
が

4
歳
の
女
の
子
で
す
が
、バ
ス
ケ
ッ

ト
教
室
で
は
下
の
子
だ
け
特
別

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
し
て
、試
合
中

に
そ
の
子
が
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
ら

み
ん
な
5
秒
間
ス
ト
ッ
プ
す
る
と

い
う
特
別
ル
ー
ル
で
す
。傍
か
ら

見
て
い
た
ら
面
白
く
、と
て
も
微

笑
ま
し
く
見
え
ま
す
。

平成２6年
あじさいネット

入会
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ジャパンメディアシステム（株）はクリエイティブ
な発想とオリジナルの技術で医療現場のコミュ
ニケーション改革に貢献する企業です。

イードクトルは、ＩＣカードなどの物理メディアと
顔や指紋といった生体情報を組み合わせて個
人認証するソリューションを中心に製品を開発
提供している企業です。一方で既存の製品にこ
だわらずお客様とともに新しいことにチャレン
ジ出来る企業です。

 KEY PERSON 
ジャパンメディアシステム株式会社
(Japan Media Systems Corporation)

■本　社
東京都千代田区外神田2-14-10　第2電波ビル2F
TEL：03-3252-8111　FAX：03-3252-5234
■大阪支店
大阪府大阪市中央区城見2-1-61　ツイン21ＭＩＤタワー31Ｆ
TEL：06-6947-6800　FAX：06-6947-6363

株式会社イードクトル

大阪府大阪市東淀川区東中島1丁目20-19
新大阪ヒカリビル
TEL：06-6324-6222　FAX：06-6324-6211 安田  夕美 氏脇田  敏之 氏

安
田
：
音
声
の
ク
リ
ア
さ
と
、多
拠

点
を
つ
な
い
で
も
安
定
し
て
使
え
る

と
こ
ろ
が
他
の
会
議
シ
ス
テ
ム
と
圧

倒
的
に
違
う
と
こ
ろ
で
す
。あ
と
は

自
社
開
発
な
の
で
お
客
様
の
ご
要
望

に
応
じ
て
柔
軟
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が

で
き
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。お
か
げ

さ
ま
で
医
療
業
界
で
も
多
く
ご
導
入

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

脇
田
：
お
昼
ご
飯
は
浦
上
駅
前「
ひ

ぐ
ち
」の
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
で
す
！

安
田
：
空
港
か
ら
の
バ
ス
が
止
ま
っ

て
便
利
な
こ
と
も
あ
り
、コ
コ
ウ
ォ
ー

ク
茂
里
町
の
五
島
う
ど
ん
屋
さ
ん
に

は
よ
く
行
き
ま
す
。五
島
う
ど
ん
は

関
西
の
う
ど
ん
に
は
な
い
ツ
ル
ン
と

し
た
食
感
で
、本
当
に
お
い
し
い
で

す
！

脇
田
：
長
崎
市
内
が
中
心
に
な
る
の

で
す
が
、市
電
は
便
利
で
す
ね
。そ
れ

と
安
い
！
次
か
ら
次
に
市
電
が
来
る

の
で
電
車
を
待
つ
間
隔
が
少
な
く
ス

ト
レ
ス
が
無
い
で
す
。出
張
が
割
と

多
い
の
で
、他
都
市
で
も「
こ
ん
な
の

が
有
れ
ば
な
」と
思
い
ま
す
。

安
田
：
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
親
切
な
方

が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。飲
食
店

や
タ
ク
シ
ー
な
ど
で
も
冷
た
い
印
象

を
受
け
た
こ
と
が
一
度
も
な
い
で
す
。

あ
と
長
崎
の
方
に
は
当
た
り
前
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、「
出
島
」と
い
う
地

名
を
聞
い
た
時
は「
教
科
書
に
の
っ
て

い
た
出
島
！？
」と
興
奮
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
街
と
、

お
い
し
い
食
事
、フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

方
た
ち…

初
訪
問
の
時
か
ら
好
き
で

す
！

脇
田
：
前
の
担
当
者
の
池
田
さ
ん

の
と
き
か
ら
に
な
り
ま
す
の
で
、

2
0
1
1
年
の
終
わ
り
あ
た
り
か
ら

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。当
時
創
業
し
て

３
年
目
で
自
社
シ
ス
テ
ム
の
み
を
販

売
し
て
お
り
ま
し
た
が
、他
社
様
シ

ス
テ
ム
を
カ
ス
タ
ム
提
案
す
る
初
め

て
の
機
会
で
し
た
。ジ
ャ
パ
ン
メ
デ
ィ

ア
シ
ス
テ
ム
様
に
は
、大
変
ご
協
力

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

安
田
：
2
0
1
1
年
か
ら
テ
レ
ビ
会

議
シ
ス
テ
ム
の
検
討
が
始
ま
り
、イ
ー

ド
ク
ト
ル
さ
ん
か
ら
お
声
が
け
い
た

だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

脇
田
：
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
の
印
象
は

計
画
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち

上
が
っ
て
、確
実
に
実
行
さ
れ
て
い

て
、そ
れ
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。な
か

な
か
こ
う
は
い
か
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。何
年
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
維

持
す
る
の
は
結
構
知
恵
の
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
は
ひ

と
つ
の
イ
ン
フ
ラ
で
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス

テ
ム（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）以
外
に
も
い
く
つ
か

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
者
目
線
で
提
供
さ

れ
て
い
て
、そ
の
あ
た
り
の
工
夫
が
続

い
て
い
る
理
由
の
ひ
と
つ
な
の
か
な

と
感
じ
て
い
ま
す
。

安
田
：
お
恥
ず
か
し
い
話
な
の
で
す

が
、2
0
1
1
年
に
関
わ
ら
せ
て
い

た
だ
く
ま
で
、あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
の
よ

う
な
進
ん
だ
地
域
医
療
連
携
の
仕

組
み
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。電
子
カ
ル
テ
の
共
有
ひ
と
つ

に
し
て
も
、患
者
さ
ん
、医
療
提
供

側
、
行
政…

と
関
係
者
全
て
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
素
晴
ら
し
い
仕
組

み
だ
と
思
い
ま
す
。

脇
田
：
ま
ず
、さ
ら
に
Ｔ
Ｖ
会
議

（
A
M
E
C
）を
利
用
さ
れ
る
方
が
増

え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。ま
た
、あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
斬
新
な
サ
ー
ビ
ス
を
企
画
さ
れ

る
際
に
は
、是
非
お
声
を
か
け
て
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

安
田
：
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
離
島
や
へ

き
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
は
良
く

な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。そ
う
な

れ
ば
、テ
レ
ビ
会
議
も
快
適
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
や
、診
療
報
酬
の
問
題

な
ど
を
ク
リ
ア
し
、遠
隔
医
療
の
分

野
で
も
テ
レ
ビ
会
議
を
活
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

安
田
：
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
は
規
模
が

大
き
く
関
係
者
も
多
い
た
め
、関
係

各
所
と
の
連
携
が
少
し
大
変
で
し

た
。毎
回
拡
充
室
の
方
に
仲
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、こ
れ
を
各
シ

ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ベ

ン
ダ
ー
と
行
っ
て
い
る
の
か
と
思
う

と
頭
が
下
が
り
ま
す
。（
た
だ
本
当
の

こ
と
を
申
し
上
げ
る
と
、一
番
大
変

だ
っ
た
の
は
松
本
先
生
の
無
理
難
題

に
応
え
る
こ
と
で
し
た（
笑
）。も
ち

ろ
ん
そ
の
無
理
難
題
は
必
要
な
こ
と

だ
っ
た
の
で
す
が…

）

7つの質問

大阪支店主任取締役部長
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拠点病院の先生から在宅の先生へ
スムーズな移行が可能に

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
で

情
報
共
有
が
ス
ム
ー
ズ
に
、

よ
り
意
図
が
伝
え
や
す
く

　多
職
種
連
携
で
は
、拠
点
病
院
か

ら
在
宅
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を
目

指
し
て
い
ま
す
の
で
、そ
の
面
で
あ

じ
さ
い
ネ
ッ
ト
が
と
て
も
役
に
立
っ

て
い
ま
す
。

　進
行
癌
の
患
者
さ
ん
の
場
合
、最

初
は
拠
点
病
院
が
主
体
と
な
っ
て
診

療
や
処
方
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

徐
々
に
緩
和
治
療
が
中
心
と
な
っ
て

き
て
、こ
ま
め
な
処
方
の
変
更
な
ど

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、在
宅
医

の
先
生
方
に
お
願
い
し
ま
す
。在
宅

側
の
方
々
が
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
に
記

録
さ
れ
た
自
宅
生
活
の
情
報
を
見
て
、

多
く
の
方
々
の
利
用
で

診
療
が
さ
ら
に

し
や
す
く
な
る

患
者
さ
ん
が
拠
点
病
院
を
受
診

す
る
際
の
、患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
利
用
す
る
こ
と

が
患
者
さ
ん
の
安
心
材
料
と
な

り
、ス
ム
ー
ズ
な
在
宅
移
行
が
行

え
て
い
ま
す
。皮
膚
の
状
態
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
の
場

合
に
、訪
問
看
護
師
さ
ん
が
記
録

し
て
く
れ
た
写
真
が
参
考
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
い
な
か
っ
た
時
は
、診
療

情
報
提
供
書
を
ど
う
す
る
か
迷

う
こ
と
が
時
々
あ
り
ま
し
た
が
、

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
を
使
い
始
め
て

か
ら
は
、あ
ま
り
迷
わ
な
く
な
り

ま
し
た
。在
宅
医
の
先
生
方
が
画

像
、画
像
レ
ポ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん

我
々
が
記
載
す
る
経
過
記
録
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、忙
し

い
と
き
は
医
師
記
録
の
中
に
在
宅

医
の
先
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
そ

の
ま
ま
書
き
込
む
こ
と
で
情
報
提

供
書
の
代
わ
り
に
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。よ
く
連
携
を
と
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
在
宅
医
の
先
生

方
と
だ
か
ら
こ
そ
で
す
が
、情
報

提
供
書
を
書
こ
う
か
な
、書
か
な

く
て
も
大
丈
夫
か
な
と
い
う
の

を
、あ
ま
り
悩
ま
ず
に
済
ん
で
い

ま
す
。気
に
な
る
時
は
電
話
を
し

て
、「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

あ
と
カ
ル
テ
に
も
詳
細
を
書
い
て

ま
す
。」と
連
絡
し
ま
す
の
で
意
図

が
伝
え
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

我
が
家
の
か
わ
い
い

バ
ス
ケ
ッ
ト
マ
ン
た
ち

　こ
の
よ
う
に
在
宅
医
の
先
生
方

に
カ
ル
テ
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、外
来
時
の
詳
し
い
内
容
を
共

有
で
き
て
い
る
と
い
う
安
心
感
は

病
院
側
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と

思
い
ま
す
。利
用
し
て
い
た
だ
け

る
先
生
が
増
え
て
く
れ
ば
、さ
ら

に
お
互
い
の
診
療
が
し
や
す
く
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、是
非

も
っ
と
広
ま
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　病
病
連
携
は
ま
だ
テ
ス
ト
運
用

中
で
、使
っ
て
い
る
病
院
の
医
師
が

ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
で
す
が
、あ

じ
さ
い
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
病
院

側
の
医
師
が
増
え
て
く
る
と
、ま

た
色
々
な
良
い
効
果
が
あ
ら
わ
れ

て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　休
日
は
、で
き
る
だ
け
子
供
と

家
内
と
一
緒
に
家
族
で
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　最
近
、子
供
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
を

習
い
始
め
た
の
で
、と
き
ど
き
子

供
用
の
小
さ
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー

ル
が
あ
る
公
園
や
施
設
な
ど
に

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　上
が
7
歳
の
男
の
子
で
、下
が

4
歳
の
女
の
子
で
す
が
、バ
ス
ケ
ッ

ト
教
室
で
は
下
の
子
だ
け
特
別

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
し
て
、試
合
中

に
そ
の
子
が
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
ら

み
ん
な
5
秒
間
ス
ト
ッ
プ
す
る
と

い
う
特
別
ル
ー
ル
で
す
。傍
か
ら

見
て
い
た
ら
面
白
く
、と
て
も
微

笑
ま
し
く
見
え
ま
す
。

平成２6年
あじさいネット

入会

漫画制作：  たくま医院 院長　詫摩和彦先生
（長崎市医師会所属／長崎在宅 Dr. ネット理事）

 
 

今
年
は
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
会
議
（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
が
大

活
躍
し
そ
う
で
す
。
も
と
も
と
長
崎
県
医
師
会
で
の
郡
市
医

師
会
代
表
者
会
議
利
用
を
念
頭
に
、
地
域
医
療
再
生
基
金
に

て
構
築
し
た
も
の
で
す
が
、
単
な
る
多
施
設
間
の
Ｔ
Ｖ
会
議

だ
け
で
な
く
、
様
々
な
用
途
を
前
提
に
構
築
し
て
い
ま
す
。

相
手
先
医
療
機
関
を
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
、
県
医
師
会

館
で
開
催
さ
れ
る
数
多
く
の
教
育
講
演
の
A
M
E
C
に
よ
る

リ
ア
ル
タ
イ
ム
配
信
に
よ
り
、
今
や
県
内
ど
こ
で
も
、
受
講

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
「
講
演
中
継
機
能
」
は

質
問
も
可
能
で
、
既
に
８
，０
０
０
名
以
上
が
受
講
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
病
院
間
の
研
修
会
・
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
利
用

と
し
て
、
８
つ
の
長
崎
県
が
ん
診
療
拠
点
病
院
間
で
の
年
４

回
の
が
ん
登
録
研
修
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
同
様
に
が
ん
相

談
支
援
部
門
に
お
い
て
も
準
備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

以
外
で
も
国
立
川
棚
医
療
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
神
経
難

病
に
関
す
る
会
議
、
長
崎
県
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
を

中
心
と
し
た
認
知
症
に
関
す
る
会
議
に
つ
い
て
も
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｃ

を
使
っ
た
多
施
設
間
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
が
企
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
退
院
時
共
同
指
導
へ
の
Ｔ
Ｖ
会
議
で
の
参
加
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

次
の
診
療
報
酬
改
定
で
評
価
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
井
上
病
院
の
吉
嶺
裕
之

副
院
長
は
専
門
の
睡
眠
時
無
呼
吸

診
療
に
お
い
て
五
島
の
診
療
所
・

病
院
と
の
間
で
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
を
使
っ

た
遠
隔
診
療
（
専
門
診
療
サ
ポ
ー

ト
）
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
ら
多
く
の
方
々
の
ア
イ
デ
ア

で
、
さ
ら
に
有
益
な
利
用
法
が
発

案
さ
れ
、
な
お
一
層
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
の

価
値
が
増
し
て
い
く
こ
と
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

この広報誌のご感想をぜひ、
あじさいネット拡充
プロジェクト室
までお寄せ下さい。

ajisai-project@nagasaki.med.or.jp

本
誌
「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
O
F
F 

L
I
N
E
通
信
」
で
は
、
こ
れ

ま
で
会
員
様
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に
構
成
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
取
材
に
行
け
る
範
囲
に
限
り
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は

広
く
寄
稿
も
募
集
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
の
こ
ん
な
便
利
な
使
い
方
も
あ
る
」「
こ
ん
な

時
に
大
変
役
に
立
っ
た
」
と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
有
り
ま
し
た

ら
ぜ
ひ
お
寄
せ
下
さ
い
。
先
輩
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
様
の
経
験
談
が
、

ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
や
入
会
検
討
中
の
方
々
の
参
考
に
な
り
ま
す
。

皆
様
に
と
っ
て
よ
り
使
い
や
す
い

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
に
な
る
よ
う
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

あじさいネット事務局 ( 長崎県医師会内 ) 

に関するお問い合わせ・入会お申込み

TEL.095-844-1111 FAX.095-844-1110 
aj-na@nagasaki.med.or.jp

配
信
用
の
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
号
で
紹
介
し
ま
し
た
「
医
療
関
連
ビ
デ

オ
配
信
」
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
、
さ

ら
な
る
充
実
を
は
か
る
た
め
、
動
画
デ
ー

タ
を
広
く
募
集
い
た
し
ま
す
。
医
療
関
係

者
向
け
の
講
演
会
や
研
修
会
に
つ
い
て
、

演
者
ま
た
は
講
師
の
許
可
を
得
ら
れ
た
動

画
で
あ
れ
ば
、
編
集
・
公
開
で
き
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
あ
じ
さ
い

ネ
ッ
ト
拡
充
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

広
報
誌
に
掲
載
す
る
寄
稿
を
募
集
し
ま
す
！

皆さんの経験談が力になります！

忙しい医療従事者が、いつ
でも学べる動画コンテンツ
の提供を目指しています。

V
ol.  2

3
 2
0
1
7
.7
 

O
FF LIN

E
こ
の
広
報
誌
の
ご
感
想
を
ぜ
ひ
、
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト

拡
充
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

編
集
後
記
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ネ
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ト
で

情
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共
有
が
ス
ム
ー
ズ
に
、

よ
り
意
図
が
伝
え
や
す
く

　多
職
種
連
携
で
は
、拠
点
病
院
か

ら
在
宅
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を
目

指
し
て
い
ま
す
の
で
、そ
の
面
で
あ

じ
さ
い
ネ
ッ
ト
が
と
て
も
役
に
立
っ

て
い
ま
す
。

　進
行
癌
の
患
者
さ
ん
の
場
合
、最

初
は
拠
点
病
院
が
主
体
と
な
っ
て
診

療
や
処
方
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

徐
々
に
緩
和
治
療
が
中
心
と
な
っ
て

き
て
、こ
ま
め
な
処
方
の
変
更
な
ど

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、在
宅
医

の
先
生
方
に
お
願
い
し
ま
す
。在
宅

側
の
方
々
が
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
に
記

録
さ
れ
た
自
宅
生
活
の
情
報
を
見
て
、

多
く
の
方
々
の
利
用
で

診
療
が
さ
ら
に

し
や
す
く
な
る

患
者
さ
ん
が
拠
点
病
院
を
受
診

す
る
際
の
、患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
利
用
す
る
こ
と

が
患
者
さ
ん
の
安
心
材
料
と
な

り
、ス
ム
ー
ズ
な
在
宅
移
行
が
行

え
て
い
ま
す
。皮
膚
の
状
態
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
の
場

合
に
、訪
問
看
護
師
さ
ん
が
記
録

し
て
く
れ
た
写
真
が
参
考
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
い
な
か
っ
た
時
は
、診
療

情
報
提
供
書
を
ど
う
す
る
か
迷

う
こ
と
が
時
々
あ
り
ま
し
た
が
、

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
を
使
い
始
め
て

か
ら
は
、あ
ま
り
迷
わ
な
く
な
り

ま
し
た
。在
宅
医
の
先
生
方
が
画

像
、画
像
レ
ポ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん

我
々
が
記
載
す
る
経
過
記
録
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、忙
し

い
と
き
は
医
師
記
録
の
中
に
在
宅

医
の
先
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
そ

の
ま
ま
書
き
込
む
こ
と
で
情
報
提

供
書
の
代
わ
り
に
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。よ
く
連
携
を
と
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
在
宅
医
の
先
生

方
と
だ
か
ら
こ
そ
で
す
が
、情
報

提
供
書
を
書
こ
う
か
な
、書
か
な

く
て
も
大
丈
夫
か
な
と
い
う
の

を
、あ
ま
り
悩
ま
ず
に
済
ん
で
い

ま
す
。気
に
な
る
時
は
電
話
を
し

て
、「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

あ
と
カ
ル
テ
に
も
詳
細
を
書
い
て

ま
す
。」と
連
絡
し
ま
す
の
で
意
図

が
伝
え
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

我
が
家
の
か
わ
い
い

バ
ス
ケ
ッ
ト
マ
ン
た
ち

　こ
の
よ
う
に
在
宅
医
の
先
生
方

に
カ
ル
テ
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、外
来
時
の
詳
し
い
内
容
を
共

有
で
き
て
い
る
と
い
う
安
心
感
は

病
院
側
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と

思
い
ま
す
。利
用
し
て
い
た
だ
け

る
先
生
が
増
え
て
く
れ
ば
、さ
ら

に
お
互
い
の
診
療
が
し
や
す
く
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、是
非

も
っ
と
広
ま
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　病
病
連
携
は
ま
だ
テ
ス
ト
運
用

中
で
、使
っ
て
い
る
病
院
の
医
師
が

ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
で
す
が
、あ

じ
さ
い
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
病
院

側
の
医
師
が
増
え
て
く
る
と
、ま

た
色
々
な
良
い
効
果
が
あ
ら
わ
れ

て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　休
日
は
、で
き
る
だ
け
子
供
と

家
内
と
一
緒
に
家
族
で
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　最
近
、子
供
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
を

習
い
始
め
た
の
で
、と
き
ど
き
子

供
用
の
小
さ
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー

ル
が
あ
る
公
園
や
施
設
な
ど
に

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　上
が
7
歳
の
男
の
子
で
、下
が

4
歳
の
女
の
子
で
す
が
、バ
ス
ケ
ッ

ト
教
室
で
は
下
の
子
だ
け
特
別

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
し
て
、試
合
中

に
そ
の
子
が
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
ら

み
ん
な
5
秒
間
ス
ト
ッ
プ
す
る
と

い
う
特
別
ル
ー
ル
で
す
。傍
か
ら

見
て
い
た
ら
面
白
く
、と
て
も
微

笑
ま
し
く
見
え
ま
す
。

平成２6年
あじさいネット

入会

漫画制作：  たくま医院 院長　詫摩和彦先生
（長崎市医師会所属／長崎在宅 Dr. ネット理事）

 
 

今
年
は
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
会
議
（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
が
大

活
躍
し
そ
う
で
す
。
も
と
も
と
長
崎
県
医
師
会
で
の
郡
市
医

師
会
代
表
者
会
議
利
用
を
念
頭
に
、
地
域
医
療
再
生
基
金
に

て
構
築
し
た
も
の
で
す
が
、
単
な
る
多
施
設
間
の
Ｔ
Ｖ
会
議

だ
け
で
な
く
、
様
々
な
用
途
を
前
提
に
構
築
し
て
い
ま
す
。

相
手
先
医
療
機
関
を
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
、
県
医
師
会

館
で
開
催
さ
れ
る
数
多
く
の
教
育
講
演
の
A
M
E
C
に
よ
る

リ
ア
ル
タ
イ
ム
配
信
に
よ
り
、
今
や
県
内
ど
こ
で
も
、
受
講

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
「
講
演
中
継
機
能
」
は

質
問
も
可
能
で
、
既
に
８
，０
０
０
名
以
上
が
受
講
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
病
院
間
の
研
修
会
・
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
利
用

と
し
て
、
８
つ
の
長
崎
県
が
ん
診
療
拠
点
病
院
間
で
の
年
４

回
の
が
ん
登
録
研
修
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
同
様
に
が
ん
相

談
支
援
部
門
に
お
い
て
も
準
備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

以
外
で
も
国
立
川
棚
医
療
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
神
経
難

病
に
関
す
る
会
議
、
長
崎
県
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
を

中
心
と
し
た
認
知
症
に
関
す
る
会
議
に
つ
い
て
も
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｃ

を
使
っ
た
多
施
設
間
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
が
企
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
退
院
時
共
同
指
導
へ
の
Ｔ
Ｖ
会
議
で
の
参
加
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

次
の
診
療
報
酬
改
定
で
評
価
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
井
上
病
院
の
吉
嶺
裕
之

副
院
長
は
専
門
の
睡
眠
時
無
呼
吸

診
療
に
お
い
て
五
島
の
診
療
所
・

病
院
と
の
間
で
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
を
使
っ

た
遠
隔
診
療
（
専
門
診
療
サ
ポ
ー

ト
）
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
ら
多
く
の
方
々
の
ア
イ
デ
ア

で
、
さ
ら
に
有
益
な
利
用
法
が
発

案
さ
れ
、
な
お
一
層
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
の

価
値
が
増
し
て
い
く
こ
と
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

この広報誌のご感想をぜひ、
あじさいネット拡充
プロジェクト室
までお寄せ下さい。

ajisai-project@nagasaki.med.or.jp

本
誌
「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
O
F
F 

L
I
N
E
通
信
」
で
は
、
こ
れ

ま
で
会
員
様
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に
構
成
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
取
材
に
行
け
る
範
囲
に
限
り
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は

広
く
寄
稿
も
募
集
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
の
こ
ん
な
便
利
な
使
い
方
も
あ
る
」「
こ
ん
な

時
に
大
変
役
に
立
っ
た
」
と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
有
り
ま
し
た

ら
ぜ
ひ
お
寄
せ
下
さ
い
。
先
輩
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
様
の
経
験
談
が
、

ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
や
入
会
検
討
中
の
方
々
の
参
考
に
な
り
ま
す
。

皆
様
に
と
っ
て
よ
り
使
い
や
す
い

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
に
な
る
よ
う
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

あじさいネット事務局 ( 長崎県医師会内 ) 

に関するお問い合わせ・入会お申込み

TEL.095-844-1111 FAX.095-844-1110 
aj-na@nagasaki.med.or.jp

配
信
用
の
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
号
で
紹
介
し
ま
し
た
「
医
療
関
連
ビ
デ

オ
配
信
」
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
、
さ

ら
な
る
充
実
を
は
か
る
た
め
、
動
画
デ
ー

タ
を
広
く
募
集
い
た
し
ま
す
。
医
療
関
係

者
向
け
の
講
演
会
や
研
修
会
に
つ
い
て
、

演
者
ま
た
は
講
師
の
許
可
を
得
ら
れ
た
動

画
で
あ
れ
ば
、
編
集
・
公
開
で
き
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
あ
じ
さ
い

ネ
ッ
ト
拡
充
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

広
報
誌
に
掲
載
す
る
寄
稿
を
募
集
し
ま
す
！

皆さんの経験談が力になります！

忙しい医療従事者が、いつ
でも学べる動画コンテンツ
の提供を目指しています。
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こ
の
広
報
誌
の
ご
感
想
を
ぜ
ひ
、
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト

拡
充
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

編
集
後
記


